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 特　集

地域包括支援センターを利用して
生き生きとした生活を ･･････････････････
●市　政／弘前城菊と紅葉まつり、３Ｒ推進月間 ほか･･
●話　題／弘前城築城400年祭 100日前イベント開催、  
　  　　　　 たか丸くんが行く!! ･･････････････････
●お知らせ／ 催し、教室など ･･･････････････

■第８回弘前・白神アップルマラソン

　10 月３日に開催された「第８回弘
前・白神アップルマラソン」には、約

4,600 人のランナーが参加し、健脚を
競いました。この日は途中で雨が降り

出す肌寒い天候でしたが、ランナーた

ちは雨を物ともせず、秋の津軽路を駆

け抜けました。
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保健師
（看護師）

社会福祉士 主任ケア
マネジャー

　

▽ところ　五代字田屋敷
240 の１（ピノカーサ岩
木内）

▽電　話　☎ 82・1516

▽ところ　福村字新舘添
50の８（福寿園内）

▽電　話　☎ 26・2433

▽ところ　小沢字山崎
44 の９（希望ヶ丘ホー
ム内）

▽電　話　☎ 87・6779

▽ところ　高杉字山下
298 の１

▽電　話　☎ 95・2100

弘前市東部　　　　　

地域包括支援センター
弘前市西部　　　　　

地域包括支援センター

弘前市南部　　　　　

地域包括支援センター

弘前市北部　　　　　

地域包括支援センター
【担当地区：第四中、石川中、相馬中、
南中（文京小・松原小学区を除く）】

【担当地区：東中、第五中学区】
【担当地区：津軽中、常盤野中、
東目屋中学区】

【担当地区：裾野中、北辰中、
新和中、船沢中学区】
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弘前市第一　　　　　

地域包括支援センター

▽ところ　野田１丁目１
の 27（コープ青森和徳
店隣）

▽電　話　☎ 31・1203

▽ところ　豊原１丁目１
の２（弘前静光園内）

▽電　話　☎ 39・2515

▽ところ　大川字中桜川
18 の 10（サンタハウス
弘前内）

▽電　話　☎ 95・3702

弘前市第二　　　　　

地域包括支援センター

弘前市第三　　　　　

地域包括支援センター
【担当地区：第三中、南中（文
京小・松原小学区に限る）】【担当地区：第一中学区】

【担当地区：第二中学区】
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静光園

第三中

弘
前
学
院
大
前

弘
前
学
院
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地域包括支援センターの
設置場所・利用時間など

　地域包括支援センターは、高齢者の皆さん

が住み慣れた地域で、安心して生活を続けら

れるように支援を行う総合相談窓口です。

　地域包括
　　　支援センターを

　保健師（看護師）、社会福祉士、主任ケア

マネジャーなどの保健や福祉の専門職です。

　職員が互いに連携しながら、チームとして

総合的に高齢者の皆さんの相談に応じます。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

ど
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
？

　中学校区を基に市内を７地区に分け、

各地区に１カ所ずつ、計７カ所あります

（右下図参照）。

　要支援１・２の認定を受けた人には、

担当の地域包括支援センターの連絡先な

どを記載したお知らせを、認定結果通知

書と一緒に送付していますので、気軽に

ご利用ください。

●利用時間

　月～土曜日の午前９時～午後６時

●休業日

　日曜日、祝日、12月 29日～１月３日
●利用料　無　料

●問い合わせ先　担当地区の地域包括支

援センターへ。

※担当の地域包括支援センターを確認し

たいときは、介護保険課介護事業係（市

役所１階、窓口 107、☎ 40・7049）に
ご連絡ください。

いつまでも元気に

自立した生活を支援します

　介護予防について支援します。要

介護状態になる可能性が高い人、要

支援１・２に認定された人の介護予防

ケアプランの作成などを行います。

暮らしやすいまちを目指して

さまざまな方面から
高齢者を支援します

　高齢者が住み慣れた地域で暮らし

続けられるように、ケアマネジャーへ

の指導や支援、介護サービス関係者や

医療機関など地域のさまざまな機関

とのネットワークを作って支えます。

安心して暮らす

高齢者の権利を守ります

●認知症の人などへの成年後見制度

活用の相談

●高齢者虐待の防止・相談・対応

●悪質な訪問販売や消費者被害の防止

相談や悩みにお応えします

気軽にご相談ください

　介護保険や健康・福祉に関する相

談、認知症の介護や予防に関する相

談のほか、さまざまな相談を受けて、

必要な情報を提供したり、制度を紹

介したりします。

　地域包括支援センターの役割は？

ど

利用して生き生きと
　　　　　した生活を

地域包括支援センターの職員は？



　

え
十
分
で
す
。

　

子
ど
も
ゾ
ー
ン
で
は
、
子
ど
も

に
人
気
の
動
物
や
恐
竜
な
ど
を
か

た
ど
っ
た
ト
ピ
ア
リ
ー（
造
形
菊
）

や
り
ん
ご
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ー

ち
ゃ
ん
、プ
ー
ち
ゃ
ん
、ル
ー
ち
ゃ

ん
の
菊
人
形
が
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
に
は
公
園
内
の
紅
葉
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
幻
想
的
に
演

出
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
龍
馬
伝
」

　

三
の
丸
庭
園
に
設
け
ら
れ
る
菊

人
形
ゾ
ー
ン
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
人
気

の「
龍
馬
伝
」。「
千
葉
道
場
入
門
」

や
「
薩
長
同
盟
」
な
ど
の
場
面
を

菊
人
形
で
再
現
す
る
ほ
か
、
庭
園

を
借
景
し
た
豪
華
な
演
出
は
見
応

チ
ビ
ッ
コ
新
幹
線
を

　
　
　

   

無
料
運
行

　

生
垣
見
本
園
前
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
の
チ
ビ
ッ
コ
新
幹

線
を
無
料
で
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
広
場
に
は
動
物
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
や
豪
華
な
「
菊

の
五
重
塔
」「
菊
の
岩
木
山
」
を

設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
の
イ

ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
参
照
）。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
参
加
の
市
民

菊
花
展
や
み
ち
の
く
山
草
盆
栽

展
、錦
石
・
美
石
展
な
ど
も
開
催
。

日
曜
、祝
日
に
は
三
の
丸
庭
園
で
、

「
弘
前
茶
道
協
会
」の
協
力
に
よ
る

抹
茶
接
待
を
行
い
ま
す
（
有
料
）。

　

日
だ
ま
り
の
中
、
弘
前
公
園
で

秋
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
会　

期　

10
月
22
日
（
金
）
〜

11
月
７
日
（
日
）、
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
公
園
内
「
弘
前

城
植
物
園
」

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
観
光
館

（
下
白
銀
町
、
☎
37
・
５
５
０
１
）

ま
つ
り
期
間
は　
　

特
別
企
画
展
を
開
催

　

本
丸
の
弘
前
城
天
守
３
階
で

は
、
本
丸
御
殿
を
復
元
し
た
模
型

（
常
設
）
と
全
国
城
郭
パ
ネ
ル
も

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

10
月
22
日
（
金
）

〜
11
月
7
日
（
日
）、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
観
光
館

（
下
白
銀
町
、
☎
37
・
５
５
０
１
）

※料金の（　）内は10人以上の団体料金。
　入場券の発売は午後４時半まで。

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）300 円（240 円）
小人（小・中学生）100 円（  80 円）

※ 65 歳以上の市民、市内の小・中学生や障が
い者、外国人留学生は無料。身分を証明できる
ものを提示してください。

弘前城菊と紅葉まつり（植物園）入場料

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）300 円（240 円）
小人（小・中学生）100 円（  80 円）

※ 65 歳以上の市民、市内の小・中学生や障が
い者、外国人留学生は無料。身分を証明できる
ものを提示してください。

特別企画展（本丸・北の郭）入場料

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）500 円（450 円）

小人（小・中学生）160 円（130 円）

共通（植物園と本丸・北の郭）入場料

開催日 時　　間 イベント名 会　場

10月22日（金） 午前９時 10分～
開会式アトラクション　　
大開保育園による鼓笛隊

植物園

10月23日（土）
午前 10時半～ 郷土芸能 〃

午後１時半～ 木原たけしショー 〃

10月24日（日）
午前 10時～

お城でＹＯＳＡＫＯＩ
〃

午後１時半～ 本丸

10月30日（土）
午前 11時～ 高杉保育園ちびっこ太鼓 植物園

午後１時半～ 木田俊之ショー 〃

10月31日（日） 午前 10時～ ねぷた囃子でギネスに挑戦 〃

11月３日（水・祝）

午前 10時半～ 津軽民謡手踊り 〃

午後１時半～
高瀬まみ＆オダギリユタカ 
ショー

〃

11月６日（土）
午前 10時半～ 大和たけるショー 〃

午後１時半～ 黒石八郎ショー 〃

11月７日（日）
午前 11時～

多田あつしと夢弦会津軽三
味線ライブ

〃

午後１時半～ りんご娘ミニライブ 〃

10月22日からの
平日（計10日間）

午後１時半～ 渋谷和生津軽三味線ライブ 〃

※屋外ステージのため、悪天候などで変更・中止になる場合があります。

イベントスケジュール

弘
前
城　

菊
と
紅
葉

　

ま
つ
り

ま
つ
り
メ
ー
ン
会
場
案
内
図

弘
前
城
築
城
400
年
祭
記
念
事
業

ね
ぷ
た
囃
子
（
ば
や
し
）
で

　
　
　
　
　

ギ
ネ
ス
に
挑
戦

▽
と　

き　

10
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
城
植
物
園
（
下

白
銀
町
）

▽
内　

容　

登
山
囃
子
コ
ン
テ
ス

ト
（
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）
／

ね
ぷ
た
囃
子
大
合
奏
（
午
後
２
時

半
〜
３
時
10
分
）
／
津
軽
民
俗
芸

術
祭
（
午
後
３
時
半
〜
４
時
半
）

※
ね
ぷ
た
囃
子
大
合
奏
へ
の
参
加

は
、
植
物
園
入
口
で
午
後
２
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。
ね
ぷ
た
で
使

用
す
る
笛
を
当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、参
加
は
ね
ぷ
た
囃
子

を
演
奏
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

10
月
25
日
ま

で
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・

お
住
ま
い
の
市
町
村
名
を
記
入
）

で
、
津
軽
横
笛
ギ
ネ
ス
実
行
委
員

会
事
務
局
（
五
所
字
野
沢
、
フ
ァ

ク
ス
92
・
３
８
４
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

hue.gine@
gm
ail.com

、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://tsugaru-hayashi.

jp/

）へ
。

※
当
日
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
携
帯
090
・
２
９
５

７
・
１
６
１
０
）

りんごの香りに誘われて

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

弘
前
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
が
案
内
し
ま
す
。
追

手
門
と
東
門
付
近
に
詰
め
所
が
あ

り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
を
。

▽
案
内
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
案
内
範
囲　

弘
前
公
園
お
よ
び

周
辺

▽
ガ
イ
ド
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
（
市
立

観
光
館
内
、
☎
35
・
３
１
３
１
）

　

今
年
も
弘
前
城
植
物
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
「
弘
前
城
菊

と
紅
葉
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
好
評
の
チ
ビ
ッ
コ
新
幹
線
を
運
行
す
る
ほ

か
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
秋
色
の
弘
前
公
園
に
家
族
み
ん
な

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

夜間ライトアップ

　夜には公園内の紅葉をライト

アップして幻想的に演出してい

ます。

▽期　間　10 月 22 日～ 11 月
中旬、日没から午後９時まで。

10月22日 金 
～11月７日 日
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で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

地
球
に
優
し
い
生
活
を

３Ｒ スリーアール

　

循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
に

は
、
国
民
・
事
業
者
・
行
政
が
互

い
に
協
力
し
、
上
記
３
Ｒ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
係
す
る
環
境
省
を
含
む
８
省
庁

が
一
体
と
な
り
、
毎
年
10
月
を
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
）推
進
月
間
と
定
め
、

広
く
国
民
に
向
け
て
そ
の
普
及
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で

す
！
」
と
言
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り

ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
推
進
月
間
を
き
っ
か
け

に
「
３
Ｒ
」
が
ど
う
い
う
こ
と
か

を
意
識
し
、
私
た
ち
が
身
近
な
暮

ら
し
の
中
で
取
り
組
め
る
こ
と
を

見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

リデュース（Reduce） 廃棄物の発生抑制

ごみを減らそう。物を大切に使おう。

買い物袋（マイバッグ）を

持参する

修理できる製品は修理し

て使う

食べ残しをしない

マイはしを持参する

リユース（Reuse） 製品・部品の再利用

繰り返し使おう。

フリーマーケットや、リサ

イクルショップを利用する

リサイクル（Recycle） 再生資源の利用

再び資源として利用しよう。

地域の再生資源回収運動

に参加する

新聞紙・雑がみ類を回収

ステーションに持ち込む

白色トレイ、牛乳パック

などを回収しているスー

パー等に持ち込む

も
っ
た
い
な
い
・
あ
お
も
り

３
Ｒ
推
進
弘
前
大
会　
　
　

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

11
月
６
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
（
☎
35
・
１

１
３
０
）

10
月
は

３
Ｒ
推
進
月
間

リデュース（Reduce）　　廃棄物の発生抑制　　

　　→ごみを減らそう。物を大切に使おう

リユース（Reuse）　　　製品・部品の再利用　

　　→繰り返し使おう

リサイクル（Recycle）　再生資源の利用　

　　→再び資源として利用しよう

３Ｒ 例えばこのような例えばこのような

取り組みがあります。取り組みがあります。
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　平成 22 年度分の介護保険料額は、４・６・８月
支給の年金から差し引かれた仮徴収分と、10 月か
ら来年２月までの支給年金から差し引く本徴収分と

の合算額での納付となります。

　10 月に支給される年金からは、保険料額の 100
円未満の端数分が差し引かれるため、12・２月に
差し引く保険料額とは異なっていますのでご注意く

ださい。

介護保険あれこれ
10月支給の年金から差し引く

介護保険料額について

65歳になった人は

介護保険料の納付を

　介護保険制度は、40歳以上の加入者（被保険者）
が保険料を負担し合い、介護が必要となったときに

要介護認定を受けて、介護サービスを利用する制度

です。

　被保険者のうち、40 歳から 64 歳までの人（第
二号被保険者）は、加入している健康保険料に介護

保険分が含まれていますが、65歳（第一号被保険者）

　介護保険制度では、震災・風水害・火災などの災

害以外にも、65 歳以上の介護保険被保険者がいる
世帯で、主に生計を維持していた人が今年の１月以

降に、会社の都合や倒産などにより失業したときや、

事業または業務の休廃業により収入が著しく減少し

たときなどは、介護保険料の減免を受けられる場合

があります。

　減免を受けるためには申請が必要ですので、失業

などを証明できる書類（雇用保険受給者証など）を

持参の上、ご相談ください。

▽問い合わせ先　介護保険課介護保険料係（市役所

１階、窓口 107、☎ 40・7049）

失業などでも保険料を減免

からは、健康保険料とは別に、介護保険料を納める

ことになります。

　当市では、65 歳以上となった人に、介護保険被
保険者証と介護保険料納入通知書を送付していま

す。

　納付方法は、６カ月から１年ぐらいまでは納入通

知書で納め、その後は年金からの差し引き（特別徴

収）となります。ただし、年金額が年額 18 万円未
満の人は、納入通知書での納付となります（口座振

替も利用できます）。

調査票の提出はお済みですか

平成22年
国勢調査

　

10
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
調
査
票
を
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、至
急
調
査
票
に
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
票
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

場
合
や
、
調
査
票
の
追
加
が
必
要

な
場
合
は
、
実
施
本
部
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は

統
計
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ず
、
統

計
法
に
よ
っ
て
厳
格
な
個
人
情
報

保
護
が
定
め
ら
れ
、
秘
密
も
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
は
機
械
で
読
み

取
り
し
ま
す
の
で
、
汚
し
た
り
、

折
っ
た
り
、
丸
め
た
り
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
票
に
記
入
漏
れ
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
確
認
の

た
め
市
か
ら
連
絡
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。　

　

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
勢
調
査
弘

前
市
実
施
本
部
（
☎
34
・
３
５
６

６
）

…　広報ひろさき　平成２２年１０月１５日号7
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ひろさき公共交通マップひろさき公共交通マップを
配布しています配布しています
ひろさき公共交通マップひろさき公共交通マップをを
配布しています配布しています

今
な
ら
わ
ず
か
な
負
担
で

今
な
ら
わ
ず
か
な
負
担
で

診
断
が
で
き
ま
す

診
断
が
で
き
ま
す
!!!!

木
造
住
宅

耐
震
診
断

募
集
期
間

　

を
延
長

震災から、
家族を守る

ために！

　

地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
を
目

指
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
す
木

造
住
宅
の
所
有
者
が
希
望
す
る
場

合
に
、
市
が
耐
震
診
断
員
を
派
遣

し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。
募

集
期
間
を
延
長
し
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
診
断
を
。

▽
対
象
住
宅　

市
内
に
あ
る
、
次

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
も
の

○
一
戸
建
て
の
専
用
住
宅
ま
た
は

併
用
住
宅
（
延
べ
面
積
の
２
分
の

１
以
上
を
住
宅
の
用
に
供
し
、
か

つ
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以
下
で
あ

る
も
の
に
限
る
）
で
地
上
階
数
が

２
以
下
の
も
の

○
一
般
構
法
（
在
来
軸
組
構
法
）

ま
た
は
伝
統
的
構
法
に
よ
っ
て
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
で

あ
る
こ
と

○
原
則
と
し
て
延
べ
床
面
積
が
２

０
０
平
方
㍍
以
下
で
あ
る
こ
と

※
２
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る
場
合

は
、
申
込
者
負
担
の
増
額
で
対
応

し
ま
す
。

▽
診
断
費
用　

申
込
者
負
担
と
し

て
、
１
戸
当
た
り
８
０
０
０
円

※
診
断
費
用
は
総
額
12
万
円
で
す

が
、
残
額
は
国
・
県
・
市
で
負
担
。

▽
募
集
戸
数　

20
戸
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
め
切
り　

11
月
15
日

▽
申
込
書
の
配
布　

建
築
指
導
課

（
市
役
所
３
階
、窓
口
353
）で
配
布
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

建
築

指
導
課
（
☎
40
・
７
０
５
３
）

今
な
ら
わ
ず
か
な
負
担
で

診
断
が
で
き
ま
す
!!

　

市
で
は
、
市
民
生
活
の
足
で
あ

る
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
度
、
路
線
バ

ス
や
鉄
道
の
ル
ー
ト
、
利
用
方
法

な
ど
を
ま
と
め
た
「
ひ
ろ
さ
き
公

共
交
通
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

マ
ッ
プ
は
利
用
者
の
目
線
に
立

っ
た
使
い
や
す
い
も
の
を
目
指

し
、
市
民
・
利
用
者
、
運
行
事
業

者
、
市
が
協
力
し
て
作
製
し
た
も

の
で
、
Ａ
２
判
を
持
ち
歩
き
に
便

利
な
は
が
き
サ
イ
ズ
に
折
り
込
ん

だ
も
の
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
マ
ッ
プ
を
よ
り

使
い
や
す
い
も
の
へ
と
改
良
す
る

た
め
、
市
民
や
転
入
者
へ
試
験
的

に
配
布
し
、
実
際
に
使
用
し
た
人

の
意
見
・
感
想
を
お
聞
き
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
は
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
近
く
の
配
布

場
所
で
手
に
入
れ
て
、
公
共
交
通

を
利
用
す
る
際
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▽
配
布
場
所　

弘
南
バ
ス
（
弘
前

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
駅
前
案
内

所
）、
弘
南
鉄
道
（
弘
前
駅
・
中

央
弘
前
駅
・
津
軽
大
沢
駅
な
ど
の

有
人
駅
）、
市
役
所
（
総
合
案
内

所
、
企
画
課
ほ
か
）
な
ど

※
マ
ッ
プ
の
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
配
布
部
数　

２
０
０
０
部
（
無

く
な
り
次
第
配
布
終
了
）

▽
そ
の
他　

い
た
だ
い
た
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
た
改
正
版
を
来
春
に

本
格
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
地
域

振
興
担
当
（
市
役
所
３
階
、
☎

40
・
７
０
２
１
、
フ
ァ
ク
ス
35
・

７
９
５
６
、
Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.hirosaki.lg.jp

）

市政について、市長と直接お話ししてみませんか市政について、市長と直接お話ししてみませんか市政について、市長と直接お話ししてみませんか

いただいたご意見・ご提案 市の回答

　学区は、就学予定者の住所に基づ

いて就学すべき小学校や中学校を指

定するために、あらかじめ教育委員

会が設定している区域です。当市の

学区は、地域性や通学上の安全確保、

学校規模などを考慮しながら「弘前

市立小・中学校の通学区域に関する

規則」で規定しており、学区の設定

に当たっては、道路や河川などの地

理的条件のほか、町会などの住民組

織や今後の児童生徒数の推移も念頭

に置いて行っていますので、どの学

区も面積がさまざまで、一部の地区

には隣接する学区の学校の方が近い

という状況が生じてしまうこともあ

ります。

　以上のことから、通学に要する距

離や時間に著しい差が認められる場

合を除き、単に距離が近いだけでは

学校を選ぶことはできませんが、例

えば、両親が共働きで児童の帰宅時

に留守家庭となるため、預け先の他

学区への就学を希望するなど、特別

な事情がある場合には、学区外就学

許可基準に従って学区外就学を認め

る弾力的な扱いをしています。この

制度の周知を図ることはもちろん、

必要があれば地域住民の要望や意見

を集約し、学区の見直しも視野に入

れながら、適切な通学区域の設定に

努めていきたいと思います。

　「わたしのアイデアポスト」は、市の広聴事業のひとつとして、市政
に関するご提案やご意見を多くの皆さんからお伺いし、市政運営に生か
すことを目的に実施しています。
　現在、上記の 11 カ所にポストを設置していますので、備え付けてあ
る用紙に提案などを記載して投書してください。また、インターネット
やファクス、郵送でも受け付けています。
■わたしのアイデアポストについての問い合わせ先  広報広聴課広聴
係（〒 036・8551、上白銀町１の１、市役所２階、窓口 258、☎ 35・
1194、ファクス 35・0080）

▽▽と　きと　き　　第４回第４回＝ 11 月 18 日（木）／＝ 11 月 18 日（木）／第５回第５回＝＝

12月22日（水）／12月22日（水）／第６回第６回＝平成23年１月20日（木）＝平成23年１月20日（木）
※時間はいずれも午後２時～３時半。※時間はいずれも午後２時～３時半。

▽▽対　象対　象　市内に在住、在勤または在学するおおむ　市内に在住、在勤または在学するおおむ

ね５人～ 15人で構成された団体ね５人～ 15人で構成された団体
※営利目的での開催、宗教・思想・政治などを目的※営利目的での開催、宗教・思想・政治などを目的

とした団体は除く。とした団体は除く。

▽▽申し込み方法申し込み方法　開催希望申込書に、テーマや開催　開催希望申込書に、テーマや開催

場所など所定の事項を記入の上、10 月 29 日まで場所など所定の事項を記入の上、10 月 29 日まで
に広報広聴課（市役所２階、窓口 258）へ持参するに広報広聴課（市役所２階、窓口 258）へ持参する
か、郵送またはファクスで申し込んでください。か、郵送またはファクスで申し込んでください。

※開催希望申込書は、広報広聴課に備え付けてある※開催希望申込書は、広報広聴課に備え付けてある

ほか、市のホームページからもダウンロードできまほか、市のホームページからもダウンロードできま

す。す。

▽▽その他その他

①申し込み団体が複数の場合は、審査および抽選に①申し込み団体が複数の場合は、審査および抽選に

より開催団体を決定します。より開催団体を決定します。

②会場の準備および費用は開催団体が負担してくだ②会場の準備および費用は開催団体が負担してくだ

さい。さい。

③開催結果は、写真を添えて市のホームページで概③開催結果は、写真を添えて市のホームページで概

要をお知らせします。要をお知らせします。

▽▽問い合わせ先問い合わせ先　広報広聴課（〒 036・8551、上　広報広聴課（〒 036・8551、上
白銀町１の１、☎ 35・1194、ファクス 35・0080）白銀町１の１、☎ 35・1194、ファクス 35・0080）

石川出張所

新和出張所

裾野出張所

高杉出張所

船沢出張所

東目屋出張所

市民課城東分室

市民課駅前分室

相馬総合支所民生課

岩木総合支所総務課

市役所総合案内所

わたしの
アイデア
ポスト

皆さんからのご意見・ご提案にお答えします

　現在、○○小学校の学区に在住し

ておりますが、これから入学する子

どものことを考えれば、一人で通え

る距離でもありません。住んでいる

地域から小学校はとても遠く、しか

も共働きのため、職場と反対方向の

小学校では送迎もままなりません。

　市町村合併があった後のことで、

同じ弘前市内になり、引っ越してき

たのですが、近くに学校があるのに

通えないのは不公平感があります。

　学区、越境入学は自治体で決めら

れるとの話を聞きました。ぜひ見直

していただき、地域にこだわらず、

通いやすさ、学校までの距離も希望、

判断材料に組み込むなどの是正も必

要ではないかと思います。

　今すぐ解決できなくとも、ある程

度年数がかかってでも、このことは

見直すべきではないでしょうか。学

区の見直し、もしくは越境入学の緩

和を検討いただきたいと思います。

市長車座ミーティング市長車座ミーティング市長車座ミーティング
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８
月
８
月
2222
日

　８月 22 日、第 10 回ファッション甲子園
2010 最終審査会が行われました。
　会場となった市民会館（下白銀町）には、
最終審査に選ばれた 40 チームが集結し、フ
ァッションショー形式で、感性あふれる作品
を披露していました。
　たか丸くんは、特設会場の「400 年
祭ＰＲコーナー」で、訪れた人た
ちを温かく出迎えました。
　また、会場の外ではＴ
シャツやエコバッグの
販売、コンピュータ
ーデザインシステ
ムの展示会などが
行われていまし
た。

　８月 26日、学
校祭を目前に控
えた弘前南中学校
（原ヶ平字山中）を
訪問しました。
　校舎には、弘前城と
たか丸くんが描かれた
「ビッグアート」が掲げられ
ていました。この「ビッグアー
ト」は、各クラスで色を塗った布を
縫い合わせ、生徒全員で作製したものです。
たか丸くんにあやかり、学校祭の機運が高ま
るようにという願いが込められているとのこ
とでした。
　たか丸くんは、自分をモデルにした「ビッ
グアート」を見て少し照れた様子でした。

　８月 28 日と
29 日の２日間、
大阪国際空港にお
いて、「ひとっ飛び
あおもり！青森観光
キャンペーン in 大阪

空港」のイベントが行わ
れました。

　関西の人たちに青森のことを
もっと知ってもらうため、りんごジ

ュースの無料配布や青森県観光ＰＲクイズ、
津軽三味線の演奏などを行い、イベントを盛
り上げました。
　中でもたか丸くん、決め手くん、ミスりん
ご青森、弘前城ミス桜による、ゆるキャラＰ
Ｒショーが人気を博していました。

　８月 22 日、駅前大通りで開催された駅前
サマーフェスタに出掛けてきたたか丸くん。
沿道には露店が並び、特設ステージでは、高
校生によるチアリーディングや一輪車チーム
による演技が披露されました。そのほか、フリ
ーマーケットやストリートダンスショーが行

われ、大勢の人たちで賑わいました。
また、上土手町キャラクターの
ドッピー君も訪れ、たか丸
くんと初めてのコラボレ
ーションを果たしまし
た。たか丸くんは、
大きなドッピー君
を見て、驚いた表
情を見せていま
した。

８
月
22
日

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
２
０
１
０

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
２
０
１
０

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
２
０
１
０

８
月
８
月
2222
日

８
月
22
日

駅
前
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

駅
前
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

駅
前
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

８
月
８
月
2828
・
2929
日

８
月
28
・
29
日

青
森
県
Ｐ
Ｒ

青
森
県
Ｐ
Ｒ
inin
大
阪
国
際
空
港

大
阪
国
際
空
港

青
森
県
Ｐ
Ｒ
in
大
阪
国
際
空
港

　
校
え
（
訪
　
た
「

８
月
８
月
2626
日

８
月
26
日

南
中
祭
「
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
」
取
材

南
中
祭
「
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
」
取
材

南
中
祭
「
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
」
取
材

　弘前城築
城 400 年祭

がスタート
する平成 2

3年１

月１日まで
あと 100 日

となった９
月 23日、追

手門

広場（下白
銀町）を会

場に、100
日前イベン

トが開

催されまし
た。

　開会に先
立ち葛西市

長が、「今
回は弘前の

魅力を

たくさんの
方々に知っ

ていただく
いい機会で

す。来

年は盛りだ
くさんのイ

ベントがあ
りますので

、弘前

の新しい
400 年をみ

んなで盛り
上げていき

ましょ

う」とあい
さつ。築城

400 年祭に
ちなんで、

400 個

　の風船を
空に放ちま

した。

　イベント
では、市内

の保育園児
による演奏

をはじ

め、たか丸
くんと○×

クイズ、ミ
ニ新幹線乗

車コー

ナー、応援
に駆け付け

た県内のゆ
るキャラた

ちとの

ＰＫ対決が
行われまし

た。またフ
ードコーナ

ーも用

意され、津
軽に昔から

根付いてい
るソウルフ

ードの

数々に、訪
れた人たち

も舌鼓を打
っていまし

た。

　ほかにも
、10 月１日

に操業 50
周年を迎え

たニ

ッカウヰス
キー弘前工

場によるパ
ネル展示、

弘前ブ

ラザーによ
る刺しゅう

コーナーが
設けられ、

訪れた

　　　　　
　　　　　

市民を楽し
ませていま

した。

弘前城築城
400年祭

弘前城築城
400年祭

　400
年
祭
を
構
成
す
る
主
な
事
業

　

市
で
は
、
今
後
の
主
な
事
業
と

し
て
次
の
よ
う
な
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
（
内
容
は
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
）。
詳
細
は
決
ま
り
次

第
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
期
間
（
平
成
22

年
４
月
〜
12
月
）
…
津
軽
の
食
と

産
業
ま
つ
り
（
10
月
15
日
〜
17

日
）、
津
軽
に
眠
る
名
宝
展
（
11

月
27
日
〜
平
成
23
年
１
月
30
日
）、

ひ
と
足
お
先
の
映
画
祭
（
12
月
３

日
〜
５
日
）、
Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽
三
味

線
２
０
１
０
（
12
月
11
日
）、
狂

言
弘
前
特
別
公
演
（
12
月
12
日
）

○
400
年
祭
期
間
（
平
成
23
年
１
月

〜
12
月
）
…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
（
平
成
22
年
12
月
31
日
深

夜
〜
23
年
１
月
１
日
）、
弘
前
城

雪
燈
籠
ま
つ
り
・
津
軽
錦
絵
大
回

廊
（
２
月
10
日
〜
13
日
）、
弘
前

さ
く
ら
ま
つ
り
（
４
月
23
日
〜
５

月
５
日
）、
記
念
式
典
（
５
月
下

旬
）、
近
衛
家
陽
明
文
庫
名
宝
展

（
５
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
）、
弘
前

城
薪
能（
６
月
下
旬
）、
弘
前
ね
ぷ

た
ま
つ
り
（
８
月
１
日
〜
７
日
）、

弘
前
城
菊
と
紅
葉
ま
つ
り
（
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬
）、エ
ン
デ
ィ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
12
月
31
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
城
築
城

400
年
祭
推
進
室
（
市
役
所
５
階
、

☎
40
・
７
０
１
７
）

100100日前イ
ベントを盛

大に開催!
!

日前イベン
トを盛大に

開催!!

100日前イ
ベントを盛

大に開催!
!

　　　　　　
　

◆
◆ 

弘
前
城
築
城
400
年
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
お
な
じ
み
の
「
た
か
丸
く
ん
」。
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
、
400
年
祭
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◆
◆

11 …　広報ひろさき　平成２２年１０月１５日号 10

特設会場の「400 年
で、訪れた人た
えました。
外ではＴ
ッグの
ータ
テ
が

校
を

前城と
描かれた
が掲げられ
の「ビッグアー
スで色を塗った布を

　
2
大
いて
あお
キャン

空港」の
れました。

　関西の人たち
もっと知ってもらう

われ、大勢の人たち
また、上土手町
ドッピー君
くんと初
ーショ
た。
大
を
情



12

お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

…　広報ひろさき　平成２２年１０月１５日号13

り
ん
ご
と
米
の
収
穫
祭

弘
工
高
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
共
催
作
品
展　

　

県
立
弘
前
工
業
高
等
学
校
は
、

明
治
43
年
に
本
県
初
の
工
業
高
校

と
し
て
設
置
さ
れ
、
今
年
で
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
精
神
と
創
作
の

意
欲
を
持
ち
続
け
活
動
し
て
い
る

卒
業
生
た
ち
の
作
品
を
一
堂
に
会

し
た
総
合
作
品
展
で
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

10
月
21
日
〜
24
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

百
石
町
展
示
館

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会

事
務
局
（
二
唐
刃
物
鍛
造
所
内
、

吉
澤
さ
ん
、
☎
88
・
２
８
８
１
）

弘
前
お
も
ち
ゃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
０　
　
　
　
　
　
　

　

青
森
県
産
材
を
使
用
し
た
木
の

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
木
製
玩
具
に

触
れ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
を
通
じ
た

子
育
て
支
援
や
遊
び
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

①
お
も
ち
ゃ
の
広
場

▽
内　

容　

グ
ッ
ド
・
ト
イ
や
大

型
木
製
玩
具
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
、
お
も
ち

ゃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
手

作
り
お
も
ち
ゃ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ▽
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
、
市
民

②
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー（
遊
戯
療
法
）

▽
対　

象　

障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
の
保
護
者
、
子
ど
も
の
発
達
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
人

③
お
も
ち
ゃ
病
院
、
地
元
木
製
玩

具
見
本
市

▽
対　

象　

市　

民

　

〜
①
②
③
の
共
通
事
項
〜

▽
時　

間　

午
前
11
時
〜
午
後
４

時▽
と
こ
ろ　

市
立
観
光
館
（
下
白

銀
町
）
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
参
加
料　

無　

料

④
第
１
回
お
も
ち
ゃ
会
議

▽
時　

間　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
立
観
光
館
研
修
室

▽
テ
ー
マ　
「
い
い
お
も
ち
ゃ
っ

て
な
あ
に
」

▽
内　

容　

基
調
講
演
…
講
師
・

多
田
千
尋
さ
ん
（
東
京
お
も
ち
ゃ

美
術
館
館
長
）
／
事
例
報
告
…
子

育
て
支
援
関
係
者
、
医
療
福
祉
関

係
者
、
玩
具
製
作
者

▽
対　

象　

子
育
て
中
の
保
護

者
、
子
育
て
支
援
関
係
者
、
も
の

づ
く
り
事
業
者
、
市
民

▽
定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

弘
前

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ぴ
ー
ぷ

る
（
☎
兼
フ
ァ
ク
ス
34
・
０
１
７

１
、
Ｅ
メ
ー
ルpeple-offi  ce@

m
ajor.ocn.ne.jp

）

お
た
っ
し
ゃ
健
幸
塾

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
高

齢
者
に
適
し
た
運
動
を
し
ま
す
。

▽
11
月
の
日
程
お
よ
び
開
催
場
所

○
５
日
…
中
野
集
会
所
（
中
野
２

丁
目
）

○
12
日
…
堅
田
集
会
所（
和
徳
町
）

○
19
日
…
瑞
風
園（
高
杉
字
神
原
）

○
26
日
…
サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前
（
豊

田
１
丁
目
）

▽
時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
内　

容　
「
元
気
に
動
け
る
体

づ
く
り
〜
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
す
す
め
〜
」
…
健
康
運
動
指
導

士
に
よ
る
講
話
と
実
技
／
「
認
知

症
予
防
」
…
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ

講
話

▽
対　

象　

65
歳
以
上
の
市
民

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
た

め
の
飲
み
物

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

健
康

推
進
課
健
康
支
援
第
一
係
（
野
田

２
丁
目
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
37
・
３
７
５
０
）

都
市
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

今
年
の
都
市
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、「
弘
前
の
景
観
ル
ー
ル
を
考

え
る
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化
が

織
り
成
す
弘
前
の
景
観
を
、守
り
・

育
て
・
創
り
・
活
か
し
て
い
く
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
必

要
な
の
か
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
と　

き　

11
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

旧
弘
前
偕
行
社
（
弘

前
厚
生
学
院
記
念
館
、
御
幸
町
）

▽
内　

容　

基
調
講
演
「
風
景
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
…
講
師
・
小

浦
久
子
さ
ん
（
大
阪
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
准
教
授
）
／
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
ど
う
す

る
？
弘
前
の
景
観
ル
ー
ル
」
…
パ

ネ
リ
ス
ト
・
小
浦
久
子
さ
ん
（
基

調
講
演
講
師
）、
北
原
啓
司
さ
ん

（
弘
前
大
学
教
育
学
部
教
授
・
副

学
部
長
）、
石
場
清
勝
さ
ん
（
重

要
文
化
財
石
場
家
当
主
）、
堀
江

敏
志
さ
ん
（
堀
江
組
代
表
取
締
役

社
長
）、
石
澤
暁
夫
さ
ん
（
青
森

県
景
観
形
成
審
議
会
委
員
）、
石

澤
敏
行
さ
ん
（
弘
前
青
年
会
議
所

顧
問
）、
宮
川
克
己
さ
ん
（
Ｔ
Ｅ

Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
編
集
部
代
表
）

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

計
画
係
（
市
役
所
５
階
、
☎
35
・

１
１
３
４
）

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
あ
お
も
り
21　

８
０
２
０

健
康
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

▽
と　

き　

11
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
歯
科
医
師
会
館

（
城
東
４
丁
目
）

▽
内　

容　

講
演
「
一
生　

お
い

し
く
、
楽
し
く
、
安
全
な
食
生
活

を
送
る
た
め
の
『
口
腔
（
こ
う
く

う
）
の
養
生
法
』
〜
健
康
長
寿
の

た
め
の
〈
口
腔
機
能
向
上
支
援
と

は
〉
〜
」
…
講
師
・
植
田
耕
一
郎

さ
ん
（
日
本
大
学
歯
学
部
摂
食
機

能
療
法
学
講
座
教
授
）

▽
定　

員　

１
２
０
人（
先
着
順
）

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
歯
科
医

師
会
（
☎
27
・
８
７
７
８
）

催　

し

第49回
弘前市子どもの祭典

　今年のテーマは、「はじけろ！みんなの

えがお！」。

　弘前市子ども会ＯＢ会、ボーイスカウト、

ガールスカウト、スポーツ少年団、青少年

育成委員会などによる体験コーナーや子ど

もたちの舞台発表など、楽しい催しをたく

さん用意しています。さらに、豪華景品が

当たる大抽選会もありますので、皆さんお

楽しみに！

▽と　き　11 月３日（水・祝）
　　　　　午前 10 時～午後３時
▽ところ　弘前文化センター（下白銀町）

▽内　容　舞台発表、体験コーナー、作品

展示会、大抽選会など

▽問い合わせ先　中央公民館（☎ 33・
6561）
※火曜日は休館日です。

り
ん
ご
と
米
の
収
穫
祭

　

今
年
も
り
ん
ご
公
園
（
清
水
富

田
字
寺
沢
）を
会
場
に
、「
り
ん
ご

と
米
の
収
穫
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
り
ん
ご
や
米
な
ど
の

農
産
物
、
農
産
物
加
工
品
を
販
売

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
家
族
み
ん
な
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▽
と　

き　

11
月
７
日
（
日
）

▽
開　

場　

午
前
10
時

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課
農
産

係
（
☎
82
・
１
６
３
５
）

【東北女子大学学園祭「神無月祭」】

　新校舎となって初めての学園祭です。

▽と　き　10月 23 日・24 日
　　　　　午前 10時～午後４時
▽ところ　東北女子大学（清原１丁目）

▽テーマ　翔（かける）～歩んだ軌跡　飛

び立とう今～

▽内　容　①各科の展示…家政学科＝「笑

（ほほえみ）～あなたに心の花束を～」を

テーマに目落ち刺し・裂織・絞り染めのタ

ペストリーやＣＡＤを活用したゲストドレ

スの展示、野菜についてのコーナーやステ

ンシルの実演コーナーなど／児童学科＝

「不思議の国のアリス」をテーマに廃品を

活用して物語の世界を表現、こぎん刺し、

ストーン・アートの制作物の展示など　②

ステージ発表、模擬店、食堂　③特別企画

「弘大フィルと東北女子大学吹奏楽団によ

る～壮大な音楽の夕べ～」（24日の午後６
時半～７時半、体育館）…独唱・山﨑祥子
さん「オンブラーマイフ」ほか、ピアノ独奏・

一戸智之さん「ラプソディーインブルー」、

指揮・安達弘潮さん「セビリアの理髪師序

曲」チャイコフスキー交響曲第５番より

【東北女子短期大学・東北栄養専門学校・

東北コンピュータ専門学校・東北経理専門

学校学園祭】

▽と　き　10月 23 日・24 日
　　　　　午前９時～午後４時

▽ところ　上瓦ヶ町キャンパス

▽テーマ　Heart to heart ～輝け絆　仲間

と共に～

▽内　容

○短期大学　①被服科、生活科、保育科の

展示　②文化部による展示、ステージ発

表（23日の午後１時半～２時半）　③食堂、
喫茶、販売

○各専門学校　①各専門学校展示　②食

堂、喫茶、露店　③特別企画「響けこの地

に届け心に、津軽三味線の熱き魂」（24日
の午後１時半～２時半、体育館）…奏者・多

田あつし会

■問い合わせ先　東北女子大学学生課（☎

33・2289）
※５校合同で、学園祭の期間中に進学相談

会も行います。

柴田学園柴田学園
５校合同学園祭５校合同学園祭

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

虐
待
予
防
に
関
す
る
講
演
会

▽
と　

き　

11
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
医
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
本
町
）

▽
内　

容　

講
演
「
妊
娠
中
か
ら

と
保
育
園
で
の
虐
待
予
防
」
…
講

師
・
澤
田
敬
さ
ん
（
高
知
県
立
中

央
児
童
相
談
所
小
児
科
医
）

▽
対　

象　

市　

民

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
医

学
部
小
児
科
教
室
（
☎
39
・
５
０

７
０
）

第
弘

みんな
集まれ！

柴田学園柴田学園
５校合同学園祭５校合同学園祭

お知らせ
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…　広報ひろさき　平成２２年１０月１５日号15

表
千
家
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

　

自
然
と
一
体
に
な
り
、
心
を
潜

め
て
季
節
の
中
に
身
を
置
く
こ
と

が
、
お
茶
の
楽
し
み
の
大
部
分
で

す
。
秋
の
ひ
と
と
き
、
お
茶
と
お

菓
子
で
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▽
と　

き　

11
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

ま
ち
な
か
情
報
セ
ン

タ
ー
（
土
手
町
）

▽
茶　

券　

３
０
０
円

※
売
り
上
げ
は
す
べ
て
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
附
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

表
千
家
流
弘

前
地
区
教
授
者
会
（
加
藤
さ
ん
、

☎
35
・
１
５
６
２
）

放
射
線
医
療
に
つ
い
て
の

市
民
公
開
講
座　
　
　
　

　
「
最
新
の
放
射
線
医
療
」
を
テ

ー
マ
に
、
放
射
線
検
査
や
放
射
線

治
療
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
５
時
半
〜
７
時
半

▽
と
こ
ろ　

中
三
弘
前
店
（
土
手

町
）
８
階
多
目
的
ホ
ー
ル
「
ス
ペ

ー
ス
・
ア
ス
ト
ロ
」

▽
内　

容　
「
放
射
線
検
査
の
い

ろ
は
〜
体
の
中
が
切
ら
ず
に
見
え

る
の
は
な
ぜ
〜
」
…
講
師
・
齋
藤

陽
子
さ
ん
（
弘
前
大
学
大
学
院
保

健
学
研
究
科
教
授
）
／
「
最
新
の

放
射
線
療
法
〜
切
ら
ず
に
治
せ
る

が
ん
治
療
〜
」
…
講
師
・
高
井
良

尋
さ
ん
（
弘
前
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
教
授
）

▽
対　

象　

中
学
生
以
上
の
市
民

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
大

学
院
保
健
学
研
究
科
総
務
グ
ル
ー

プ
（
☎
39
・
５
９
０
５
）

音
楽
療
法
セ
ミ
ナ
ー

　

音
や
音
楽
の
持
つ
「
力
」
を
通

じ
て
、
調
和
の
あ
る
豊
か
な
生
活

を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜
。

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内　

容　

音
楽
療
法
士
お
す
す

め
「
認
知
症
予
防
わ
い
わ
い
音
楽

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
…
講
師
・
逢
坂
紗

織
さ
ん
（
青
森
音
楽
療
法
研
究
会

認
知
症
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
）

▽
対　

象　

市
民
＝
50
人
（
先
着

順
）

▽
参
加
料　

２
０
０
円
（
資
料
代

と
し
て
。
当
日
徴
収
し
ま
す
）

▽
申
し
込
み
方
法　

氏
名
・
職
業
・

電
話
番
号
・
送
信
日
を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
で
、
青
森
音
楽
療
法
研

究
会
西
北
五
支
部
（
岩
谷
さ
ん
、

フ
ァ
ク
ス
０
１
７
３
・
34
・
４
８

２
２
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
音
楽
療

法
研
究
会
事
務
局
（
☎
携
帯
090
・

６
２
５
８
・
７
８
８
１
）

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部

公
開
講
座　
　
　
　
　
　
　

　
「
農
山
村
地
域
の
魅
力
を
探
る
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
24
日
（
日
）、

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
農
学
生
命

科
学
部
（
文
京
町
）
３
階
３
０
２

講
義
室

▽
内　

容　
「
白
神
山
地
の
自
然

の
魅
力
の
話
」
…
講
師
・
檜
垣
大

助
さ
ん（
農
学
生
命
科
学
部
教
授
）

／「
農
村
を
楽
し
む
〜
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
」
…
講
師
・
藤

﨑
浩
幸
さ
ん
（
同
准
教
授
）

▽
対　

象　

市　

民

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

農
学
生
命
科

学
部
地
域
連
携
推
進
室
総
務
グ
ル

ー
プ
研
究
協
力
担
当
（
☎
39
・
３

７
５
６
）

※
青
森
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単
位
認

定
講
座
で
す
。

く
ら
し
の
消
費
者
講
座

　

市
で
は
、
平
成
21
年
８
月
に
弘

前
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

『「
協
働
」
で
育
む
あ
ず
ま
し
い
ま

ち
「
ひ
ろ
さ
き
」』
を
目
指
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
日
常
生
活
の
中

で
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
努
め

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
日
常
生
活
で
省
エ
ネ

を
進
め
る
た
め
の
知
識
を
得
て
、

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
家
電
製

品
の
省
エ
ネ
に
つ
い
て
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）１
階
会
議
室

▽
テ
ー
マ　
「
知
っ
て
納
得
！
家

電
製
品
省
エ
ネ
の
す
す
め
」

▽
講　

師　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工

社
員

▽
対　

象　

市
民
ま
た
は
市
内
に

通
勤
・
通
学
す
る
人

▽
定　

員　

40
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

市
民

生
活
セ
ン
タ
ー
（
土
手
町
、
☎

34
・
３
１
７
９
）

【
お
詫
び
と
お
知
ら
せ
】

　

８
月
27
日
に
開
催
し
た
、
テ
ー

マ
「
老
後
は
ど
こ
で
暮
ら
し
ま
す

か
」
の
講
座
で
は
、
受
講
希
望
者

が
予
定
数
を
上
回
っ
た
た
め
、
受

講
で
き
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
事

前
の
広
報
掲
載
に
当
た
り「
定
員
」

な
ど
の
表
記
が
な
く
、
受
講
で
き

な
か
っ
た
人
に
不
快
な
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
、
誠
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
来
年
２
月
頃
に
同
じ
テ

ー
マ
で
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
広
報

ひ
ろ
さ
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

体
験
入
門
！
さ
む
ら
い
塾

　

江
戸
時
代
か
ら
弘
前
藩
で
伝
え

ら
れ
て
き
た
剣
術
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
30
日
、
11
月
13

日
の
午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

北
辰
堂
（
長
坂
町
）

▽
内　

容　

礼
法
、
立
ち
方
、
歩

み
方
、
構
え
方
な
ど
剣
術
の
基
本

を
体
験

▽
対　

象　

小
学
生
以
上
＝
20
人

（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、

木
刀
（
持
っ
て
い
る
人
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

ト
傳

流
剣
術
保
存
会
事
務
局
（
小
山
さ

ん
、
☎
32
・
１
２
７
５
）

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
の
受
講
者
募
集

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
離

職
者
を
対
象
に
、
再
就
職
の
た
め

の
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
受
講
者
に
は
、
訓
練
期
間
中
の

生
活
保
障
と
し
て
、
訓
練
・
生
活

支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
16
日
〜
平
成
23

年
３
月
15
日
、
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

▽
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
弘
前
教
室

（
外
崎
４
丁
目
）

▽
内　

容　

①
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
の
基
礎
か
ら
事
務
処
理

へ
の
応
用　

②
簿
記
を
活
用
し
た

経
理
事
務
処
理
の
学
習　

③
社
会

人
基
礎
能
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
の
習
得

▽
定　

員　

20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

無　

料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
万
２
９
０

５
円
が
必
要
。

▽
申
し
込
み
方
法　

11
月
10
日
ま

で
に
、弘
前
公
共
職
業
安
定
所（
南

富
田
町
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
公
共
職

業
安
定
所
（
☎
38
・
８
６
０
９
）

／
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
弘
前
教
室
（
☎
29
・

１
７
１
５
）

教
室･

講
座

　「気がつけば、もう降りる駅。」

　（2010・第 64回読書週間標語）
　「読書週間」は、読書の楽しさを

訴えることですべての世代の人た

ちに本に親しむきっかけをつくっ

てもらおうという考えに基づいた運動です。

　弘前図書館では、秋の読書週間に合わせて、さま

ざまな催しを行います。

▽と　き　10月 27 日～ 11 月９日
▽ところ　弘前図書館（下白銀町）

▽内　容

○ロビー展…開業間近の新幹線を特集した本の紹介

○一般閲覧室…就職支援関連図書の特設コーナーを

設置

○おはなしコーナー…乳幼児向け図書の展示

○おたのしみおはなし会…10 月 30 日、11 月６日
の午後２時～２時半

▽問い合わせ先　弘前図書館（☎ 32・3794）

非
正
規
労
働
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　

▽
と　

き　

11
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
（
上
鞘
師
町
）
２
階
曙

▽
内　

容　

講
演
「
青
森
県
の
課

題
と
そ
の
解
決
に
向
け
て
」
…
講

師
・
李
永
俊
さ
ん
（
弘
前
大
学
人

文
学
部
附
属
雇
用
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

▽
定　

員　

１
０
０
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
商
工

労
働
部
労
政
・
能
力
開
発
課
（
☎

青
森
017
・
734
・
９
３
９
７
）

秋の読書週間行事

　弘前に住む外国人の皆さんに、日本の文化

を知ってもらうための講座です。

▽と　き　11月 19 日（金）
　　　　　午後６時半～８時半

▽ところ　弘前文化センター（下白銀町）２階

和室

▽内　容　講師の書のお話とデモンストレー

ション、参加者の書道体験（英語の解説付き）

▽対　象　市内に住む外国人＝ 20 人／国際
交流に興味のある市民＝ 10 人（外国人参加
者のサポートをお願いします）

▽参加料　無　料

▽問い合わせ・申込先　中央公民館（☎ 33・
6561、Ｅメール chuuoukou@city.hirosaki.lg.jp）
※氏名、電話番号、国籍、理解できる言語を

お知らせください。

《Special lectures for foreign residents of Hirosaki》
【Japanese Calligraphy】
The Hirosaki Chuo Kominkan is offering support to 
foreign residents in order to help them deepen their 
understanding of Japan.
Date:November 19(Friday)6:30-8:30p.m.
Where: Hirosaki Chuo Kominkan(Inside the Hirosaki 
Bunka Center, Shimosirogane-cho,Hirosaki),Japanese-
style Room(2nd Floor)
Lecture content:1)Demonstration of Japanese 
Calligraphy
content:2)Experience of Japanese Calligraphy(We 
have an English interpreter)
Capacity:20(foreign residents),10(Japanese) The 
Japanese will help the foreign residents.
Fee:Free 
How to apply:By telephone or E-mail.
Please state your name,phone number,nationality,
languages you can understand.
Hirosaki Chuo Kominkan
Tel (33)6561 E-mail chuuoukou@city.hirosaki.lg.jp

《
【
T
f
u

外国人のための外国人のための
ひろさき楽習ひろさき楽習
外国人のための
ひろさき楽習

「Japanese Calligraphy（日本の書法）」

お知らせ
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お知らせ

会場の使用受け付け会場の使用受け付け

現
代
セ
ミ
ナ
ー
ひ
ろ
さ
き

　

テ
ー
マ
は
「
今
だ
か
ら
触
れ
た

い
宮
沢
賢
治
の
世
界
」で
す
。宮
沢

賢
治
が
大
正
14
年（
１
９
２
５
）に

初
め
て
弘
前
を
訪
れ
て
85
年
。
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
賢
治
と
青

森
県
と
の
関
わ
り
や
、
先
入
観
に

と
ら
わ
れ
な
い
賢
治
作
品
へ
の
親

し
み
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

▽
日
程
と
内
容　

①
11
月
14
日
＝

「
プ
ラ
ネ
で
た
ど
る
賢
治
の
星
〜

北
の
銀
河
に
琴
の
し
ら
べ
」
…
講

師
・
藤
田
栄
一
さ
ん
（
弘
前
・
宮

沢
賢
治
研
究
会
会
長
）、
成
田
真

希
子
さ
ん
（
琴
奏
者
）
／
②
11
月

18
日
＝
「
宮
沢
賢
治
と
山
田
野
・

弘
前
〜
映
像
と
お
話
で
た
ど
る
ゆ

か
り
の
地
」
…
講
師
・
宮
城
淑
子

さ
ん
・
土
岐
泰
さ
ん
・
福
士
美
智

子
さ
ん
（
同
研
究
会
会
員
）
／
③

11
月
20
日
＝
「
教
師
宮
沢
賢
治
と

北
方
へ
の
旅
〜
豊
か
な
教
育
実
践

と
賢
治
が
旅
に
求
め
た
も
の
」
…

講
師
・
佐
藤
豊
彦
さ
ん
（
同
研
究

会
会
員
）
／
④
11
月
28
日
＝
【
講

演
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】第
一
部
・

講
演
「
生
と
死
の
悲
歌
〈
青
森
挽

歌
〉
〜
巨
（
お
ほ
）
き
な
水
素
の

り
ん
ご
の
な
か
を
〜
」
…
講
師
・

藤
田
晴
央
さ
ん（
弘
前
詩
塾
主
宰
）

　

第
二
部
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト「
賢

治
が
愛
し
た
名
曲
」
…
村
田
恵
理

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）、山
形
聡
さ
ん（
チ

ェ
ロ
）、
福
士
正
一
さ
ん
（
舞
踏
）

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
演

奏
・
朗
読
・
舞
踏
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
予
定
。

▽
開
催
時
間　

①
②
④
が
午
後
６

時
半
〜
８
時
、
③
が
午
後
２
時
〜

３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）、
①
が
３
階
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
、
②
③
が
３
階
視
聴
覚

室
、
④
が
２
階
大
会
議
室

▽
定　

員　

①
＝
80
人
／
②
③
＝

各
70
人
／
④
＝
１
０
０
人

※
い
ず
れ
も
先
着
順
。

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

中
央

公
民
館
（
☎
33
・
６
５
６
１
、
フ

ァ
ク
ス
33
・
４
４
９
０
、
火
曜
日

は
休
館
日
）
へ
。

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単

位
認
定
講
座
で
す
。

ひ
ろ
さ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

地
域
の
課
題
を
住
民
が
主
体
的

に
解
決
す
る
た
め
の
事
業
活
動
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
興

味
の
あ
る
人
や
、
な
に
か
地
域
の

た
め
に
事
業
を
起
こ
し
た
い
と
考

え
て
い
る
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
２
階
大
会
議
室

▽
内　

容　

①
基
調
講
演
…
川
野

真
理
子
さ
ん
（
キ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト

代
表
理
事
）　

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

11
月

１
日
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
青
森

会
議
（
☎
青
森
017
・
774
・
５
５
９

８
、
フ
ァ
ク
ス
017
・
774
・
５
５

９
６
、
Ｅ
メ
ー
ルcb-support@

npo-aom
ori.jp

）
か
、
市
商
工

労
政
課
仕
事
お
こ
し
・
雇
用
支
援

室
（
☎
32
・
８
１
０
６
、
フ
ァ
ク

ス
35
・
１
１
０
５
）
へ
。

相
馬
庁
舎
車
両
等
出
入
り
口
の

使
用
制
限
に
つ
い
て　
　
　
　

　
（
仮
称
）
相
馬
地
区
住
民
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
温
泉

掘
削
工
事
の
た
め
、
相
馬
庁
舎
の

車
両
等
出
入
り
口
が
庁
舎
南
側

（
旧
議
会
議
事
堂
側
）
の
み
と
な

り
、
庁
舎
前
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
狭

く
な
り
ま
す
。

　

来
庁
の
際
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
近
く
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
（
相
馬
庁
舎
裏
、
相
馬
保
養
セ

ン
タ
ー
「
力
荘
」
前
、
中
央
公
民

館
相
馬
館
前
）を
利
用
す
る
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
工
事
期
間　

平
成
23
年
３
月
８

日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先　

相
馬
総
合
支

所
総
務
課
（
☎
84
・
２
１
１
１
）

「
し
ら
か
み
さ
ん
家
で
エ
コ

チ
ャ
レ
日
記
」参
加
者
募
集

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ

Ｏ
²
排
出
量
の
う
ち
、
家
庭
か
ら

の
排
出
削
減
の
た
め
、
水
道
や
電

気
の
使
用
量
を
日
記
に
記
入
し
な

が
ら
エ
コ
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▽
内　

容　

11
月
１
日
〜
30
日
の

１
カ
月
間
、
エ
コ
チ
ャ
レ
日
記
を

記
入
し
、
来
年
１
月
開
催
予
定
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
結
果
発
表
と
表
彰

式
を
行
い
ま
す
（
日
記
記
入
終
了

者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈
）。

▽
募
集
人
員　

小
学
校
４
年
生
〜

中
学
校
３
年
生
の
児
童
お
よ
び
生

徒
＝
１
０
０
人

▽
参
加
料　

無　

料

▽
応
募
方
法　

Ｅ
Ｃ
Ｏ
リ
パ
ブ
リ

ッ
ク
白
神
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://shirakam
ifund.jp/

）

か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
同
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
、
同

事
務
局
の
ほ
か
市
内
各
所
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。
配
布
先
は
同
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｅ
Ｃ
Ｏ
リ
パ

ブ
リ
ッ
ク
白
神
事
務
局
（
福
村
１

丁
目
、
☎
29
・
４
０
９
３
、
フ
ァ

ク
ス
29
・
４
０
９
２
）

※
当
事
業
は
青
森
県
重
点
雇
用
創

出
プ
ラ
ン
に
よ
る
委
託
事
業
で

す
。下

水
道
の
処
理
区
域
が

広
が
り
ま
す　
　
　
　

　

11
月
１
日
か
ら
、
公
共
下
水
道

事
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業

の
処
理
区
域
（
松
木
平
、
十
腰
内

の
各
一
部
）
が
広
が
り
ま
す
。

　

新
た
な
処
理
区
域
内
の
皆
さ
ん

に
は
、
下
水
道
の
接
続
な
ど
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
早
め
の
水
洗
化
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
や
、
自
己
資

産
で
水
洗
化
工
事
を
し
た
人
へ
の

報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
部

営
業
課
給
排
水
係
（
茂
森
町
、
☎

32
・
０
６
９
８
）

古
雑
誌
の
無
料
提
供

　

不
要
に
な
っ
た
雑
誌
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
来
館
の
際
は
、

持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
図
書
館
（
下
白

銀
町
）
２
階
視
聴
覚
室

▽
冊　

数　

１
人
５
冊
ま
で
（
先

着
順
）

▽
雑
誌
名　

お
し
ゃ
れ
工
房
、
オ

レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
、
サ
ラ
イ
、
山
と

渓
谷
、
幼
稚
園
な
ど
１
２
０
０
冊

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
図
書
館

（
☎
32
・
３
７
９
４
）

成
人
祭
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

市
生
涯
学
習
課
お
よ
び
Ｚ
Ｅ
Ｒ

Ｏ　

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
（
成
人
祭
実
行
委

員
会
）
で
は
、
平
成
23
年
１
月
９

日
に
開
催
さ
れ
る
成
人
祭
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
新
成
人
を
祝
福
し
ま
せ
ん

か
。

▽
内　

容　

成
人
祭
の
準
備
お
よ

び
当
日
の
運
営
（
メ
モ
リ
ア
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
作
成
、
も
ち
つ
き
、
抽

選
会
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

▽
対　

象　

市
内
居
住
者
＝
10
人

程
度

▽
募
集
期
間　

11
月
30
日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ 

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
事
務
局
（
弘
前

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
、
弘
前
市
社

会
教
育
協
議
会
内
、
☎
31
・
３
０

１
０
）

そ
の
他

会場の使用受け付け

　一つの催しを１件と
し、電話での申し込みは
受け付けません。なお、
公共団体などの行事が予
定されている日は使用で
きません。
【仮申込書の受け付け】
▽期　間　11月４日～ 19日
　ホール、大会議室、美術展示室に限り、仮申し込
みを受け付けます（催しの名称・内容などを明確に
しておいてください）。
※希望が重複した場合は、12月 13 日の午前 10時か
ら弘前文化センター（下白銀町）で抽選を行います。
【一般受け付け】
　12 月 13 日の午後１時から先着順で受け付けます
（仮申し込み対象外の会場を含む）。なお、12 月 15
日からは、電話での申し込みも受け付けます。
▽問い合わせ先　弘前文化センター（☎ 33・6571、
火曜日は休館）

　一つの催しを１件と
し、電話での申し込みは
受け付けません。なお、
公共団体などの行事が予
定されている日は使用で
きません。
【仮申込書の受け付け】
▽期　間　11月１日～ 15日の午前 10時～午後７時
※希望が重複した場合は、11月 25 日の午前 10時か
ら百石町展示館で抽選を行います。
【一般受け付け】
　11月 25 日の午後３時から先着順で受け付けます。
なお、11 月 29 日からは、電話での申し込みも受け
付けます。
▽問い合わせ先　百石町展示館（☎ 31・7600）

市民会館

　使用申し込みを、「仮
申込書」により受け付け
ます。電話での申し込み
は受け付けません。
【仮申込書の受け付け】
　使用月日、催しの名称
などを記入してください。
▽期　間　11月５日～ 20日
※希望が重複した場合は、12月 14 日の午前 10時か
ら市民会館（下白銀町）大会議室で抽選を行います。
【一般受け付け】
　仮申し込みをしなかった人を対象に、12 月 15 日
の午前９時から、来館または電話により、先着順で
受け付けます。
▽問い合わせ先　市民会館（☎ 32・3374、月曜日は
休館）

少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

教
室　
　
　
　
　
　
　
　

▽
と　

き　

11
月
６
日
・
７
日
・

10
日
・
12
日
・
14
日
・
15
日
の
午

後
７
時
〜
９
時

▽
と
こ
ろ　

克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
豊
田
２
丁
目
）

▽
内　

容　

基
本
動
作
の
習
得
と

応
用
し
た
ゲ
ー
ム
ま
で

▽
対　

象　

市
内
の
小
学
生

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
グ
ロ
ー
ブ
な
ど

▽
申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
（
菊
池
さ
ん
、
☎

88
・
２
３
２
７
）

百石町展示館

弘前文化センター

平成23年度

お知らせ

17 …　広報ひろさき　平成２２年１０月１５日号
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年１０月１５日号19

お知らせ

市と請負などの契約をしている事業者市と請負などの契約をしている事業者

および市の公の施設の指定管理者へおよび市の公の施設の指定管理者へ

市と請負などの契約をしている事業者

および市の公の施設の指定管理者へ

清
掃
活
動
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す　
　
　
　

『
も
う
す
ぐ
東
北
新
幹
線
全
線
開

業
！
「
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」』

　

12
月
４
日
に
、
東
北
新
幹
線
が

新
青
森
駅
ま
で
延
伸
し
、
全
線
開

業
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
弘

前
市
に
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
市
民

一
人
一
人
が
「
お
客
様
を
ま
ご
こ

ろ
で
お
迎
え
す
る
お
も
て
な
し
」

の
心
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
市
・
県
・
日
本
た

ば
こ
産
業
な
ど
の
連
携
に
よ
り
、

現
在
展
開
中
の
『
も
う
す
ぐ
東
北

新
幹
線
全
線
開
業
！
「
ポ
イ
捨
て

ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」』
に
お
け

る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

11
月
３
日（
水
・
祝
）、

午
前
11
時
〜
正
午
（
受
付
時
間
は

午
前
10
時
10
分
〜
10
時
40
分
。
出

発
式
は
午
前
10
時
40
分
〜
）

※
雨
天
決
行
。

▽
集　

合　

弘
前
駅
前
広
場
（
ア

プ
リ
ー
ズ
前
）

▽
そ
の
他　

事
前
の
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
ま
た
、清
掃
道
具（
ご

み
袋
、
ト
ン
グ
、
軍
手
）
は
当
日

受
け
付
け
で
配
布
し
ま
す
の
で
、

手
ぶ
ら
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
（
☎
35
・
１

１
３
０
）

温
水
プ
ー
ル
石
川
の

臨
時
休
業　
　
　
　

　

温
水
プ
ー
ル
石
川
（
小
金
崎
字

村
元
）
で
は
、
プ
ー
ル
水
の
交
換

清
掃
お
よ
び
機
械
設
備
の
保
守
点

検
の
た
め
、
次
の
期
間
休
業
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
い
。

▽
期　

間　

11
月
１
日
〜
26
日

▽
問
い
合
わ
せ
先　

温
水
プ
ー
ル

石
川
（
☎
49
・
７
０
８
１
）

健  

康  

相  

談

　
「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」「
禁
煙

し
た
い
」「
健
診
結
果
を
詳
し
く

知
り
た
い
」「
健
診
受
診
後
の
生

活
に
つ
い
て
」
な
ど
、
健
康
や
栄

養
に
関
し
て
保
健
師
や
栄
養
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
事
前
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
11
月
の
相
談
日　

２
日
・
16
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
野
田
２
丁
目
）

▽
予
約
受
付
時
間　

午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先　

健
康

推
進
課
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
37
・
３
７
５
０
）

夜
間
・
休
日
納
税

相
談
の
ご
利
用
を

　

収
納
課
で
は
、
日
中
や
平
日
に

納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
夜
間
・
休
日
納
税
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
人
は
、
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
ぜ
ひ
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
日
は
電
話

で
の
相
談
や
、
市
税
な
ど
の
納
付

も
で
き
ま
す
。

▽
夜
間
納
税
相
談　

10
月
19
日
〜

22
日
の
午
後
５
時
15
分
〜
７
時
半

▽
休
日
納
税
相
談　

10
月
24
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
毎
月
第
４
日
曜
日
は
休
日
納
税

相
談
日
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所　

収

納
課
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
205
、

☎
40
・
７
０
３
２
、40
・
７
０
３
３
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
「
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
」
会
員
募
集

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
五
十
石

町
）
は
、
お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の

市
内
に
勤
務
か
居
住
す
る
働
く
皆

さ
ん
に
、
教
室
や
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
じ
て
交
流
と
親
睦
（
し
ん
ぼ

く
）
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
場

を
無
料
で
提
供
す
る
施
設
で
す
。

　

現
在
、
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
す
る
「
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
」
を
一
緒
に
楽
し
む

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ

ス
解
消
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
☎
34
・
４
３
６
１
）

農
業
集
落
排
水
事
業

分
担
金
の
納
付　
　

　

11
月
１
日
付
け
で
、
本
年
度
の

農
業
集
落
排
水
事
業
分
担
金
の
納

入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

納
期
限
（
11
月
30
日
）
ま
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、本
年
度
か
ら
会
計
課（
市

役
所
１
階
）
で
は
納
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
市
役
所
で
納
付
す
る
場

合
は
、
会
計
課
隣
の
青
森
銀
行
弘

前
市
役
所
出
張
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
納
付
場
所
は
、
農

協
を
含
む
市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
除
く
）、
岩
木
・
相

馬
総
合
支
所
、
各
出
張
所
、
上
下

水
道
部
で
す
。

　市では、不正行為の未然防止と早期発見を図るこ

とにより、適正・公正な市政の運営を進めるため、「職

員等からの内部通報制度」を設けました。

　この制度により、職員等は、市の職務の執行に関

する事実で、違法または不適正なものについて、通

報窓口（人事課長など）に通報することができ、通

有 料 広 告 有 料 広 告有 料 広 告 有 料 広 告

報者は不利益な扱いを受けないよう保護されます。

　なお、職員等の範囲には、市と請負契約をしてい

る事業者や市の公の施設の指定管理者の役員および

業務に従事している労働者も含みます。

　制度の概要や事務取扱要領については、市ホーム

ページに掲載しています。

▽掲載場所　①行政情報→入札・契約→その他のお

知らせ　②行政情報→計画・取り組み→指定管理者

制度

▽問い合わせ先　人事課研修厚生係（☎ 35・1136）

宝くじの益金

　

ま
た
、口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」

も
利
用
で
き
ま
す
。
各
金
融
機
関

や
上
下
水
道
部
の
窓
口
に
「
口
座

振
替
依
頼
及
び
自
動
払
込
利
用
申

込
書
」を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
預

貯
金
通
帳
と
通
帳
の
届
出
印
を
持

参
の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
部

営
業
課
収
納
係
（
茂
森
町
、
☎

36
・
８
１
０
３
）

ガ
ス
を
安
全
に

　

ガ
ス
を
安
全
に
使
用
す
る
た

め
、
取
り
扱
い
の
際
は
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
点
火
・
消
火
は
目
で
確
認
す
る

○
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
必
ず
赤
い
線
ま

で
差
し
込
み
、
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
で

し
っ
か
り
止
め
る

○
未
使
用
の
ガ
ス
栓
に
は
ゴ
ム
キ

ャ
ッ
プ
を
取
り
付
け
る

○
給
排
気
の
点
検
を
行
い
、
ガ
ス

器
具
の
使
用
時
は
換
気
に
十
分
気

を
付
け
る

○
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
な
ど
の
安
全

対
策
の
装
置
を
取
り
付
け
る

○
器
具
の
故
障
の
場
合
は
専
門
家

に
依
頼
す
る

○
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
付
・
立

ち
消
え
安
全
装
置
付
の
器
具
を
使

用
す
る

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ガ
ス
に
関
す

る
こ
と
…
ガ
ス
供
給
事
業
所
／
火

災
予
防
に
関
す
る
こ
と
…
最
寄
り

の
消
防
署
・
分
署

▲

前
坂
町
会
集
会
所

　財団法人自治総合センターでは、宝く
じの普及広報事業の一環として、市町村
や町会などのコミュニティ組織が主体と
なって実施する地域活動に対し、各種助
成金を交付しています。
　平成 22 年度は次の事業が採択され実
施されました。
【コミュニティセンター助成事業】
　助成を受け、地域住民のコミュニティ
活動の拠点となる集会施設として、「前
坂町会集会所」を前坂町会に設置しまし
た。
▽問い合わせ先　市民生活課市民生活係
（☎ 35・1664）

市のテレビ番組市のテレビ番組 スポット弘前くらしと話題スポット弘前くらしと話題

　弘前城築城 400 年祭を目前に
行われた 100 日前イベントの様
子を紹介します。

○放送日　10月 27 日（水）
　　　午後３時 54分～４時９分
○放送局　青森朝日放送（ＡＢＡ）

まもなく弘前城築城400年祭！

　高齢者を交通事故から守る取り

組みとして行われた夜間の交通安

全体験教室の様子を紹介します。

○放送日　10月 31 日（日）
　　　　午前７時半～７時 45分
○放送局　青森放送（ＲＡＢ）

高齢者を交通事故から守れ！

　津軽地域では唯一の施設である

プラネタリウムと、宇宙の魅力に

ついて紹介します。

○放送日　10月 23 日（土）
　　　午前 10時 15 分～ 10 時半
○放送局　青森テレビ（ＡＴＶ）

プラネタリウムへ行こう！
～死亡事故抑止の取り組み～
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

有 料 広 告有 料 広 告

人の
  動き

・人　口　　　 （前月比）
　　 182,215 人 (- 40)
　男 82,970 人 (- 24)
　女 99,245 人 (- 16)
・世帯数
　　 71,302 世帯 (+ 24)
平成22年９月1日現在（推計）

　

ひ
ろ
さ
き
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
21
の
主
催
で
、
弘
前
の
歴
史

上
大
切
な
寺
院
で
あ
り
、
江
戸
時

代
の
本
堂
と
優
れ
た
仏
像
や
絵
画

を
伝
え
る
報
恩
寺
と
、
巨
大
な
観

音
像
を
ま
つ
る
袋
宮
寺
を
公
開
し

ま
す
。
普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
た
め
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴

重
な
お
寺
の
文
化
財
を
拝
観
し
、

歴
史
・
文
化
都
市
弘
前
が
持
っ
て

い
る
価
値
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

報
恩
寺
、袋
宮
寺（
い

ず
れ
も
新
寺
町
）

▽
内　

容　

寺
院
が
所
蔵
す
る
絵

巻
や
彫
刻
（
公
開
可
能
な
仏
像
や

肖
像
な
ど
）
を
寺
院
内
で
一
般
公

開
し
ま
す

※
両
寺
院
住
職
に
よ
る
解
説
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

▽
参
加
料　

３
０
０
円
（
資
料
代

と
し
て
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下

は
無
料
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
寺
院
の
歴
史
や
文
化
財

の
概
要
を
解
説
し
た
資
料
を
お
渡

し
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

寺
院
と
そ
の
周
辺
に

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。バ
ス（
金

属
団
地
・
桜
ヶ
丘
線
弘
高
前
下

車
）
や
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
寺
院
堂
内
は
車
い

す
で
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公
民

館
（
☎
33
・
６
５
６
１
、
フ
ァ

ク
ス
33
・
４
４
９
０
、
Ｅ
メ
ー

ルchuuoukou@
city.hirosaki.

lg.jp

）

※
火
曜
日
は
休
館
日
。
報
恩
寺
、

袋
宮
寺
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

「
ひ
ろ
さ
き

「
ひ
ろ
さ
き

お
寺
の
日
」

お
寺
の
日
」

「
十
一
面
観
音
立
像
」
報
恩
寺

「
ひ
ろ
さ
き

お
寺
の
日
」

弘
前
城
築
城
400
年
祭
記
念
事
業

　職員が魔女やお化けカボチャ、ドラ

キュラに仮装するほか、馬車なども仮装してイベ

ントを盛り上げます。

　魔女に会ったら合言葉を言って、お菓子をもら

おう！仮装してきた人には記念写真をプレゼント

します。

▽と　き　10 月 23 日・24 日・30 日・31 日、午
前９時～午後４時半

※雨天決行。

▽ところ　弥生いこいの広場（百沢字東岩木山）

▽参加料　カボチャのランタン作りは無料（数量

限定）

※有料イベントもあり。

▽問い合わせ先　弥生いこいの広場（☎ 96・
2117）

弥生いこいの広場で
ハロウィンを楽しもう！


